
ら
れ
て
ゐ
る
。
文
御
輿
の
装
飾
で
あ
っ
た
と
い
ふ
、

銅
製
の
燕
二
個
も
あ
る
。

こ
の
入
師
宮
に
は
、
も
と

日
山
一献の
山
伏
白
磁
院
が
器
仕
L
て
ゐ
た
。
明
治
十

三
年
坊
披
品
川
訓
祉
と
殴
め
る
。

ツ
パ
ゴ
ロ
ウ

津
葉
五
郎

江
沼
郡
油
耕
地
域
中
心
。

太
平
犯
に
、
加
賀
闘
の
位
入
敷
地
伊
一日
守

・
山
出陣新

九
郎

・
上
木
M
T
丸
郎
以
下
の
者
共
、
畑
六
郎
左
衛
門

附
時
能
が
知
ら
ひ
に
付
て
、
加
賀
と
越
前
の
境
制
包

木
の
山
躍
に
城
郭
脅
か
ま
へ
、
抽
出
抑
制
抗
郎
が
大
問
寺
城

を
資
w
m
L
て
凶
中
宇
一
抑
領
し
た
と
あ
り
、
容
考
太
平

犯
金
肪
寺
本
に
は
抗
郎
の
部
や
一
前
文
と
す
る
。

ツ
パ
ザ
キ
つ
ば
崎

珠
洲
部
員
捕
の
内
の
小
字
。

ツ
パ
ジ
ヨ
ウ

津
葉
按

江
泊
測
に
在
る
。
大
型

等
城
と
同
一
と
す
る
設
と
、
別
個
の
も
の
で
あ
る
と

い
ふ
設
と
あ
る
。
附
設
は
卸
抑
制
城
を
、
Mm
m
中
油
部

}仇
郎
前
文
の
総
っ
た
放
に
名
づ
け
た
も
の
で
、
そ
の

地
白
山
沢
院
の
一
な
る
大
山
明
寺
の
辿
祉
で
あ
っ
た

銭
、
亦
大
型
寺
城
と
も
呼
ん
だ
と
し
、
笈
憩
紀
問
に

も
北
陸
遊
飯
郡
を
引
い
て
、
諒
誠
城
が
泊
の
大
山
揖
寺

和
ョ利
則
し
た
も
の
と
し
て
ゐ
る
。
叉
後
続
は
、
大山一

寺
城
山
か
ら
四
方
の
一
山
を
様
銘
城
で
あ
る
と
し
て

ゐ
る
。そ
の
何
れ
が
正
し
い
か
は
川
明
ら
か
で
な
い
が
、

朝
九
川
始
末
把
に
も
、天
疋
中
総
凶
信
長
が
訓
郡
・大
型

寺
二
J
加
の
城
を
砂
へ

、
戸
次
右
近
を
将
と
し
て
、烏

Mm
左
衛
門
・
佐
々
概
左
衛
門
期
江
巾
目
的
示
・博
江
大

炊
助
を
組
む
い
た
と
い
ふ
か
ら
、
自
ら
興
な
る
も
の

の
や
う
で
あ
る
。

ツ
パ
h
F

津
幡

河
北
郡
引
上
庄
む
閲
す
る
総
務
。

京
鑑
に
郊
師
、
都
弔
問
問
袋
把
サ
九
に
総
師
側
、
刈
去
に

油
伸
被

m、
承
久
記
に
様
旗
、
太
平
記
理
慌
抄
に
津
波

多
と
す
る
が
、
一
=
宮
古
記
に
は
禄
陥
と
す
る
。
廻
凶

雑
記
に
『
禅
ば
た
と
い
ふ
恩
に
や
ど
り
け
る
に
、
住

人
も
ま
れ
に
て
こ
と
の
外
に
間
業
に
侍
り
け
れ
ば
、

ツ
ハ

li
ツ
フ

ツ
バ
タ
ジ
ユ
ク

津
幡
宿
河
出
仰
に
闘
す
る。

草
山
政
時
代
に
津
幡
宿
と
い
は
れ
た
も
の
は
、
上
口
の

加
賀
爪
、
下
ロ
の
棟
師
、
能
B
W

口
の
庄
、
中
央
の
前

水
が
、戸
口
明
殖
の
結
果
粁
約
き
に
な
っ
た
も
の
で
、

そ
の
惣
名
そ
も
禅
師

ιい
号
た
の
で
あ
る
。
そ
の
宿

立
に
な
っ
た
の
は
関
長
凶
年
=
一
且
附
幡
附
川
に
判

L
、
市
日
・
川
mMm
・
部
役
に
関
す
る
淀
川
山
中
」
下
附
し
た

時
に
あ
る
ら
し
い
。

ツ
バ
h
F
ジ
ヨ
ウ

津
幡
按
刑
胎
郎
抽
出
怖
に
在
っ

て
、
部
永
ご
年
の
役
に
は
平
家
の
先
祖
投
に
抱

L
、

観
隊
二
年
に
は
桃
列
直
陥
の
上
治
に
際
し
、
円
削
機
氏

依
人
の
仙
の
上
に
お
〈
太
刀
の
つ
ば
た
の
型
は
さ
び

わ
た
り
け
り
。
』
と

い
ふ
も
是
で
あ
る
。
滞
政
附
代
に

は
、
金
州
仰
と
総
巾

・
能
B
w
h
r-洲
一絡
す
る
三
叉
路
と
し

て
、
最
も
股
阪
で
あ
っ
た
。

ツ
パ
生
ガ
ハ

津
幡
川

源
や
河
北
郡
八
，
谷
に
羽
田

す
る
も
の
者
本
旅
と
し
、
皆
川
に
宅
っ
て
丸
折
か
ら

来
る
一
支
流
を
合
は
せ
、竹
儲
か
ら
取
舵
屋
に
去
り
、

更
に
左
停
か
ら
松
駅
山
に
渡
す
る
支
前
常
在
れ
、
組

制
そ
鈍
統
し
、
川
尻
に
雫
っ
て
刑
出
向
に
枝
一〈
。
税

制
問
凡
べ
て
一
七
粁
。
そ
の
竹
俗
的
也
か
ら
東
荒
屋
に

来
る
間
に
あ
っ
て
は
竹
締
川
の
名
が
あ
る
。

ツ
パ
生
サ
プ
ロ
ウ

津
波
国
三
郎

似
平
時
袋
記

元
附
元
年
百
月
八
日
宇
治
合
戦
の
段
に
、『
木品
川は
慌

の
御
所
作
一
ば
出
た
れ
ど
も
、
淑
却
に
は
不
附
け
り
一
z

h
k

o

能円以
、
弓
矢
取
口封
の
心
荷
停
ま
じ
き
は
女
也
。

只
今
恥
見
紛
は
ん
こ
と
の
口
惜
き
ょ
と
て
、
今
年
三

十
六
に
成
け
る
が
、
総
よ
・
り
飛
下
り
腹
指
切
て
失
せ

に
け
れ
，
。
加
賀
同
の
住
人
津
波
町
三
郎
も
此
剛一
苫
け

れ
ど
も
出
ざ
り
け
れ
ば
、
御
世
は
は
や
時
間
給
ひ
に
け

り
と
て
‘
引
物
の
前
に
て
此
も
限
切
て
臥
に
け
れ
ば

-
z
k
o
』
と
あ
る
。
こ
の
三
郎
は
加
山
川
町
怖
に
研
た

人
で
あ
ら
う
。

ツ
パ
タ
ノ
オ
タ
ヤ

津
幡
の
御
悠
屋
河
北
郡
楠

怖
の
う
ち
加
利
爪
に
前
川
氏
の
御
放
民
が
あ
っ
た
。

初
め
天
E

J
l

一
一
年
利
協
の
米
袋
に
後
胤
惜
し
た
際
、
祢

岬
酬
の
民
話
-ぶ
と
い
ふ
科
大
に
存
定
し
た
お
に
、
そ
の

後
侠
の
宿
舎
の
周
常
勤
め
る
こ
と
に
な
旬
、
医
長
十

三
年
川
容
段
の
物
成
荷
賜
は
旬
、
十
六
4
・
ま
た
こ
代

H
少
右
術
門
に
荒
地
ご
町
そ
扶
持
せ
ら
れ
た
が
、
砕

い
で
利
市
の
小
松
に
何時践
す
る
に
及
び
、
=一代

R
少

右
術
門
の

mほ
蜘
内
に
御
放
限
所
設
け
、
そ
の
代
地

売
際
援
の
所
に
拠
へ
ら
れ
た
。
御
故
底
の
建
物
は
も

と
米
諜
城
に
在
っ
た
も
の
と
帝
国
は
れ
、
そ
の
他
這
は

絡
め
て
索
時
間
で
、
朴仕掛
批
皆
抱
そ
用
ひ
ず
、
段
数
三
百

七
十
。
屋
般
の
閥
闘
に
塀
を
総
ら
す
こ
と
千
六
百
三

十
二
聞
で
、
佐
々
二
京
文
は
三
鼠
の
腕
が
あ
り
、
総

容
が
之
山
町
持
慨
に
川
且
開
閉
し
た
こ
と
が
あ
り
、
天
正
問

一
門
の
外
に
も
幾
多
の
門
が
あ
っ
た
o
浅
加
久
般
の
道

年
上
杉
謙
信
加
州
に
位
入
し
て
叉
m

m
に
削
L
、
五

一
説
犯
に
、
『
訟
幡
よ
り
竹
，
締
ま
で
三
十
一
町
ニ
イ

年
総
信
一
件
び
こ
L
に
附
し
た
。
是
等
は
悶
よ
り
城
陪
一
問
。
町
の
左
に
御
政
附
あ
り
。
御
宿
守
御
代
官
庄
右

出
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
十

一
年
に
前
問
右
近
秀
一
衛
門
。
』
と
あ
る
。
庄
右
衛
門
は
少
右
衛
門
で
あ
ら

織
の
留
っ
た
時
か
ら
、
初
め
て
城
郭
が
起
り
、
十
二

一
ぅ
。

年
に
は
寺
西
努
州
が
利
家
か
ら
源
諮
せ
ら
れ
て
、
努

一

織
と
耐
人
で
守
備
の
任
に
詰
っ
た
。

一

ツ
パ
主
主
力
イ
へ

剤
師咽
隆
泉

佐
久
元
年
抗
月
一

十
二
円
、
先
に
加
賀
同
刻
家
政
地
阿
部
鵬
小
三
郎
陥

一

家
不
誕
の
哨
宇
一
仙
制
か
ら
仰
下
さ
れ
た
に
よ
っ
て
、

一

今
日
制
羽
は
平
民
出
示
九時
川
町
脅
し
て
下
知
そ
加
へ
し

一

め
た
。
除
家
は
領
家
の
所
令
を
附
ひ
ず
、
wu
下
の
使
一

者
脅
受
け
ず
、
所
務
者
抑
妨
し
土
民
府
箆
陛
L
、
況

↑

や
向
申
刊
の
開
役
一
切
比
の
制
札
忙
殺
さ
ぬ
と
い
ふ
鎚
で

一

あ
旬
、
闘
今
側
一
也
の
命
に
巡
行
す
る
た
ら
ば
、
地
則

一

間
刷
所
停
止
す
る
と
い
ふ
単
分
で
あ
っ
た
。
次
い
で
朝
一

朝
が
院
賞
者
恥
じ
て
喰
凶
地
加
の
事
恋
有
戒
め
る
こ

一

と
の
あ
っ
た
の
は
、
一
行
に
降
家
の
此
の
行
動
が
闘
を

一

銭
し
た
も
の
で
あ
る
。

ツ
パ
h
F

マ
チ
プ
ギ
ヨ
ウ

津
幡
町
奉
行

滞
の
初

期
河
北
部
総
臓
に
奉
行
が
あ
っ
て
代
官
を
粂
務
し
て

ゐ
た

o
m永
十
八
年
に
石
野
五
兵
衡
が
背
木
械
右
衛

門
に
代
っ
た
ζ

と
が
知
ら
れ
、
抗
兵
術
は
放
脳
二
年

ま
で
勤
め
て
、
郡
奉
行
の
支
促
に
な
っ
た
。

ツ

バ

メ

燕

元
文
三
年
三
用
時
日
附
本
多
安
房

守
よ
り
の
令
に
、『
端
…
金
持
廻
に
川
間
指
共
取
不
申
訟

に
敬
仰
出
候
に
付
、
比
(
段
若
年
寄
中
よ
旬
夫
h
k

申
渡

有
之
似
係
、
御
家
巾
之
人
々
も
、
布
之
趣
梢
心
得
候

松
に
可
彼
巾
附
依
云
々
。
』
と
あ
る
。

ツ
パ
ヤ
ウ
エ
モ
ン

鍔
屋
字
右
衛

門

』

ツ
バ
ヤ

シ
ョ
ウ
ジ
鍔
鹿
小
路
。

ツ
バ
ヤ
シ
ョ
ウ
ジ

鍔
屋
小
路

金
保
の
部
別
名
。

泊
地
犯
に
、石
引
町
か
ら
後
石
引
町
へ
出
る
小
路
で
、

奥
村
氏
下
郎
の
北
方
で
あ
る
と
閉
山

L
、
後
肘
で
も
そ

の
名
や

-mへ
て
ゐ
た
。
昔
鍔
鍛
冶
の
名
工
鍔
鹿
宇
右

衛
門
及
び
そ
の
子
椛
兵
衛
が
、
こ
の
政
泊
り
か
ら
小

路
に
か
け
て
の
大
き
な
尽
般
に
住
ん
で
糾
た
が
、
線

兵
衛
の
岡
町
三
郎
右
衛
門
の
時
に
見
附
帯
し
て
他
に
去
っ

た
と
い
ふ
。
元
椴
四
年
間
八
月
に
石
引
町
鍔
医
師
地
兵

衛
等
守
山
首
治
山
・
古
命
一口
の
肝
煎
た
ら
し
め
た
謹
告

が
あ
る
か
ら
、
略
そ
の
時
代
が
知
ら
れ
る
。

ツ
パ
ヤ
セ
イ
ベ
イ

鍔
屋
清
兵
衛

金
森
宗
利
の

問問で
、
金
相
師
法
飴
寺
町
に
敏
代
阿
佐
L
、
茶
梨
を
掴
白

ん
で
明
治
に
来
っ
た
。
古
へ
法
術
唱
す
が
こ
t
h

に
初
め

て
…
占
起
立
せ
ら
れ
、
附
戸
む
が
同
地
に
な
っ
た
と
き
の
草

分
で
あ
っ
た
と
い
ふ。

ツ
プ
テ
ウ
チ

諜
打

嫁
婆
を
行
ふ
時
、
そ
の
家

五
五
六


